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〔4〕 右の図のように,AB=3cm,AD=

直方体ABCD― EFGHが あ り,コ

辺BF,DHの 中点をそれぞれM,N

次の(1)～

“

)の問いに答えなさい。

(1)線分ACと ねじれの位置にある瑳

EFGHの辺|ユ全部で何本あるか,
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(3)4点 A,M, G,Nは 同じ平面上にある。四角形AMCNの 豊も適切な名称を答えなさい。
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〔5〕 下の図で,量線ιは関数y=:x+5の グラフ,直線″は関数y=-3χ +19の グラフである。点Aは

直線ιと直線″の交点である。直線 2と χ軸,ノ 軸の交点をそれぞれB, Cと し,直線″とχ軸の交点

をDと する。また,線分BC上 を動く点をPと し,点 Pか らx軸 に垂線を引き,x軸 との交点をQと

する。このとき,次の(1)～(4)の 問いに答えなさい。

(1)点 Pの ァ座標が 2の とき,

~ i42t』
Y■ ttχキケ

よっτ古ぃPc毛 、2)

ふc〔 ο:b-3
伊→

0-χ l

点 Pの χ座標を求めなさい。 |

薄す童三宣」
〆

２

　

２

／

メ

０
０

ノ
イ
‐
‐
‐

②
　
　
　
　
の
　
０

χ

ｌ
〓

,こ θCπレοゝ セし7′

線分PQの長さを求めなさい。

さ街
`´
喰笙ろ二2■い｀

=2 屏つて t=_早  ノじ上じほP(―
gII》ンオ死

Σ

① itら
ヽ
は千=士χ、十ダ= ズ←́J3)キ〕́オ罫 ・)・ ?f―士:ノ ギ)

○脚」=0欲じ「°三lち子irだ 1、ti■_11う (昔 ′́
P′^k,口誰弓t現 i蒸鷲「ど,事皇Jt曇謁Tθ齢蕉島毛Lぽ1だ

しずλ
sl驚 士メ7メ (+| 弊―■)) l :Lll研了奪ζil・も諏尋争よ

J∵

11ぎ、制ケぽοp―△ハトCt艤 6

, .

:こ

・
乱町享:吉騎宅1-デ 絆懇はつ一デリー(」 tメーξンだ

(4)四 角形ACODと △AQDの面積が等しくなるとき,点 Qの χ座標を求めなさい。

~I(事 ~χ2) 0

―

―

′
γ

′

～
‐

‘
′

ｉ
／

竹

％

・ピl=事
盟二o



〔6〕 右の図は, 自然数を1か ら順に,1行につき7個ずつ並べ

たもめであり,例えば,∞を,上から5行日,左から2列 目

の数と呼ぶこととする。このとき:次の(1)～(3)の問いに答え

なさい。

(1)次のア～工の枠で右の図の3つの数を圏奮とき,囲ん

だ3つ の数の和が,Mmの枠で囲ん
―
だ数の倍数にならな

いものを一つ選び,その符号を答えなさいo

1   2   3

8   9   10

15   16   17

４

１１

１８

２５

・

6

13

20

27

7

14

21

28４

　
　
１

，
“
　

　

６^

３

　

　

０

２

　

　

３

一ソ
“
　
　
９

ν

，
″
　

　

，
″

|

こ薫 L苛鶴 巧臓
二爾ろ琳亀 ち上回ぎ面白千 藤

:r_―

″輌ゴ att「夕 ■7研 ブ`耳曳
ヽ` ■t｀ ノ d t rtC η ツ V′ ′・ し 'r― ・

C7D 14色

ll)FLt   

ζ` 11,lヵ

::1]′ :力)5Й   l旧 づ負砕   οビ
(2)上から″行日,左から5 ril目 の数を, ″を用いて表しなさい。ただし,4は 自然数とする。

~洗
郵〔Ъナ

`1日

■群みいこ f71断チ
~「

両IE落 Fftt Iレ tすLメJち
~萄

0%レ

3|

√って フβ-2 =フ χら-2-19   じ恭)ァ∠Lttl



■羊で準等1笏霧t要
:

Qtt Q=ゴ~P じにもノ

④12虐 入t7′

P+2-2(なかヤ)

ぐT B｀
:オ

t

ν
Ｑ

７
し
」

ｊ

、

■

　

ヽ
～

ク在
写
ν

　

　

Ю

ぼ
家
」　
　
　
　
・

は
犯
蹄

２
ｏ

Ч
Ｌ
　

。５

　
■

一

嬢

珊
ン
４

(3)二から

'行

日,左からみrll自 の数を,‐
■からb行菫,左からα剣自の1数を金‐,と するも―Pと Qの

fll'ヾ 58‐春蔵ら,P,こ Jを三t‐た毅がこ|あ ,倍である:=き , Piを象らなltヽまたたt■
'. 

Ⅲ́l以

上ヶ顔十の量桑豪と

'=:||  

‐ :   ■‐   ‐  1 1 ‐ ‐
:■ |||||■  |


	IMG_20190601_0001_NEW
	IMG_20190601_0002_NEW
	IMG_20190601_0003_NEW
	IMG_20190601_0004_NEW
	IMG_20190601_0005_NEW
	IMG_20190601_0006_NEW
	IMG_20190601_0007_NEW
	IMG_20190601_0008_NEW

